
       第 34回番組審議委員会議事録 

1．開催年月日 平成 28年 10月 28 日（金）午後 13：30～14：45 

2. 開催場所   和歌山県田辺市宝来町 8-21 泉ビル 2 階 

3．委員の出席  委員総数 5名 出席委員 4 名 

 出席委員の氏名 野村悠一郎、藤本薫、浅里志乃、竹中孝雄 

 欠席委員の氏名 出羽正典 

 放送事業者側出席者氏名 泉清、洞周作、大崎健志、角田圭三、 

生田奈穂、濱田由希子 

 欠席者氏名 無し 

議題 1）委員長挨拶 

   2）局側挨拶（現状報告） 

3）議題 

 □番組聴取 

4）9 月 4 日 日曜日 午前 1時 00 分～放送した特別特組

「H28 救急特番」について聴取、ご意見、ご感想 

   5）その他番組への質問・意見 

    6） 今後の放送に対する意見・要望 

   7） その他 



局側挨拶・報告 

 

1. 委員長挨拶 

野村さん：皆さま、こんにちは。このように番組審議委員会に参加さ

せていただいておるわけですが、これからはもっと協力させて頂き

たいと思います。よろしくお願いします。 

 

2．局側挨拶 

泉：こんにちは。本日はお集まりいただきましてありがとうございま

す。近況報告といたしまして、放送事故が何件か続きまして原因はブ

レーカーが落ちてしまっていました。電気を使いすぎているという

程ではないのですが、通信局から注意を受けました。放送局が一番や

ってはいけない重大事故というのが同じ原因で 2 時間以上放送を止

めるという事で、その時は原因調査が入ります。よくあるのが落雷で

送信機が壊れてしまうという事がありますが、今回の放送事故は局

の中の電源に関する問題が原因でした。いろいろ苦労しながらやっ

ているのですが、流している番組でのトラブルは起こっておりませ

ん。今後の番組発展という事で皆さまにもご協力いただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 



3．議題 

泉：今回は 9 月 4 日に田辺市が“家族で考える防災の日”と掲げて

おりまして、防災関係という事で救急の特別番組を行いました。消防

署を中心にされている取り組みで、救急救命に関するお話しをして

いただきました。ではお聴きください。 

 

4）～番組聴取～ 

 

泉：なかなかここまでの作り込みをできるというのは滅多にないで

す。ゲストの方が三人揃って、また事象が滅多に起こらない中学生の

体験という内容の放送が出来たのは、消防署の方でこの日の為に準

備して下さったからです。皆さんからご意見ご感想いただきたいと

思います。 

竹中さん：救急の話というは消防の方がいろんなところでされてい

ると思いますが、実際に体験された事をそれも中学生の女の子がと

いうのがリアルでよかったと思います。 

泉：そうですね、その場面を考えたら自分に置き換えたらと思います

ね。 

浅里さん：その女の子をよく見つけられたなと思いました。この子が



出てくれたおかげで、より聞いていて楽しい話になったのではない

でしょうか。 

泉：ちょうどゲストに来られている消防の方が、実際対応された人だ

ったと思います。 

浅里さん：消防の方に「こうして下さい」と言われるよりも、実際に

体験された方が「私の時はこうでした」という話の方が市民にとって

は身近な出来事に感じました。中学生の子に言われたら私もちゃん

としないと、と余計に思いましたね。 

野村さん：救命講習は何度も受けていますが、その時は出来てもいざ

という時に対応するというのは難しいです。昔はまだ今ほど環境が

整ってなかったので受けた講習で言われたのが、実際遭遇した時は

素人考えでやらないで下さい、必ずお医者さんか消防、特にお医者さ

んを優先して呼んで下さいと言われましたね。 

泉：そうですね。実際、家族だったからやろう他に誰もいない私しか

いないからやるしかないと思えるかもしれないけど、倒れている人

が他人だったり周りに複数いたら変な譲り合いになってしまうかも

しれませんね。 

藤本さん：実際起こった話が聞く人に自分たちも出来るかなという



意識付けを、放送を通じて出来た事が良かったと感じました。何事に

おいても繰り返し行う事が大事で、講習を一回二回受けただけで出

来るわけではないという話もでましたが実際そうですので、講習で

も放送でも継続して行うことが必要ですね。せっかくこういう事例

があるのだから一回だけの放送で終わってしまうのは勿体ないと思

いました。僕もここで初めてこの放送を聞いたくらいですから、より

多くの人に聴いてもらうためには何度も流してもよろしいのではな

いでしょうか。 

泉：一回の放送でどれだけ伝わっているのかというのはその通りだ

と思います。繰り返しやっていけるその中で身についていけばいい

なと、その機会は今回の“家族で考える防災の日”だけではなくてい

いと思いますね。実は 11 月 4 日から毎週金曜日 9 時 20 分に防災ま

ちづくり課と消防署のコーナーがスタートします。 

竹中さん：消防と防災で交代しながら、一回目は消防で“秋の火災予

防週間”をやらせてもらいます。 

泉：ちょうどこういうコーナーが始まるという事で、繰り返ししなが

ら今回のような事案があれば報告もしていただけると思います。手

探りで始まっていくと思いますが、よろしくお願いします。 



5.今後の放送に対する意見・要望 

泉：今のラジオを出来るだけ応援してもらえるように、放送の中でこ

のような内容どうですかという意見をいただきたいです。最近新し

い取り組みで、夜の時間帯にたまに落語を流しています。パーソナリ

ティがいない時に音楽の録音で流すことはあったのですが違う趣の

ものもやってみようと試みてみました。 

野村さん：演歌が少ないように感じますね。 

泉：リクエストがあるとかかってはいるのですが、演歌は確かに少な

いですね。 

洞：企画番組で演歌を取り上げた時はありましたね。夜の時間帯です

が。 

泉：高校生の番組に演歌がかかる時もあるのでおもしろいですよ。リ

クエストをしていただいて音楽をかけている放送局なので、基本的

に田辺周辺の方が聴きたい曲が流れていると思ってもらえればと思

います。これ聴きたいなと思ったらリクエストフォームから探して

もらって、ぜひリクエストしていただければ（笑）。 

ご意見いただいたことを参考にしながら前向きにやっていきたいと

思います。もしまた何かありましたら、その都度ご一報ください。 



本日は皆さまありがとうございました。 

6. その他 

特になし 


